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『日本労働年鑑』は、日本の社会、政治、社会政策
の現在と過去の変容に関心のある人にとって貴重な
情報源となります。過去50年で、おそらく今日ほど労
働問題とそこから派生する経済、教育、社会福祉、社
会運動の諸分野の課題が多くの人々の関心を呼んで
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べるとき、バランスのとれた詳しい情報源として最初に
参照するのは『日本労働年鑑』です。

ハーバード大学歴史学部教授（日本近現代史、労働史）

アンドルー・ゴードン

推
薦
し
ま
す

定価 1,100 円（税込）
年間購読 12,000 円（税込）102016年10月号

71巻10号

【特集】保育の質の確保・向上を

◆保育の意味を考える―子どもの育ちを支えるための
保育を…………………………………………小林美希

◆変質する保育労働と改善への課題 …………小尾晴美
◆非正規化・雇用劣化する公営保育と自治体の役割
…………………………………………………上林陽治

◆子育て支援の保育現場で……………………徳田武史
◆公共サービスの充実と安全・健康な保育職場づくり
………………… 豊中市こども未来部安全衛生委員会

◆フィンランドの保育サービス―女性の労働参加と子
育て支援……………………………………山田眞知子

◆巻頭言　新生労研―これからの労働科学・10
…………………………………………………細田瑳一

◆運輸事業の現場に学ぶ安全走行―安全を支える健
康への取り組み・４…………………………作本貞子

◆労研アーカイブを読む・26
　労働科学への旅　24）………………………毛利一平
◆にっぽん仕事唄考・37
　炭鉱仕事が生んだ唄たち　37）……………前田和男
◆口絵：CSRがつなぐ地域社会と中小企業・34
　さいたま市CSRチャレンジ企業認証企業
……………………………………株式会社三幸製作所

（

（


